
 

 

■調査の目的 

 

 

 

■調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■春日部市の学力調査結果の概要（教科区分ごとの平均正答率）（単位％：中学校理科以外） 

 　 学年 国語 算数・数学 理科

 

Ｒ７

小６ 市 ６７ ５７ ５６

 県 ６８ ５８ ５８

 国 ６６．８ ５８．０ ５７．１

 中３ 市 ５４ ４８ ４９６（ＩＲＴスコア）

 県 ５５ ５０ ５０２（ＩＲＴスコア）

 国 ５４．３ ４８．３ ５０３（ＩＲＴスコア）

 

Ｒ６

小６ 市 ６９ ６３ ※ＩＲＴとは・・生徒の正答、誤

答が問題の特性なのか、本人の

学力によるのかを区別して分析

し、生徒の学力スコアを推定す

る統計理論。これにより学力の

経年変化が把握できるようにな

る。（５００を基準とする）。

 県 ６９ ６４

 国 ６７．７ ６３．４

 中３ 市 ５６ ４９

 県 ５９ ５３

 国 ５８．１ ５２．５

•義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

•学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

•そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。  

令和７年度　全国学力・学習状況調査 

春日部市全体の調査結果概要（目的・概要等）

実 施 日　令和７年４月１７日（木） 

調査対象　１ 原則として全児童生徒を対象とする。 

【小学校調査】 小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年 

【中学校調査】 中学校第３学年、義務教育学校後期課程第９学年 

２ 小・中・義務教育学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査の対象とな

る教科について、以下に該当する児童生徒は、調査の対象としないことを原則とする。 

(1) 下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 

(2) 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容 

の指導を受けている児童生徒 

調査事項　１ 児童生徒に対する調査　 

(1) 教科に関する調査 

①小学校〈国語、算数、理科〉 

②中学校〈国語、数学、理科（ＣＢＴによる実施）〉 

(2) 質問調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

２ 学校に対する質問紙調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 



■教科に関する調査結果（小学校） 

【平均正答率が最も低かった問題】 

・複数の人の意見、複数の資料（文章やグラフ）から目的に応じて必要な情報を見つける問題。 

　（以下、問題の一部です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小学校　国語

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ６７

 

学習指導 

要領の 

領域等

言葉の特徴や使い方に関する事項 ７８．８

 情報の扱い方に関する事項 ６１

 我が国の言語文化に関する事項 ８１．６

 話すこと・聞くこと ６３．６

 書くこと ７０．５

 読むこと ５８．１

漢字に書き直す問題では、昨

年度の低い正答率と反対に高い

正答率となっている。また「図

表などを用いて、自分の考えが

伝たわるように書き表し方を工

夫することができるかどうか」

を見る問題においても正答率が

高いため、普段から新聞やチラ

シ等でまとめる力が身について

いると考えられる。



【平均正答率が最も低かった問題】 

・分数全般における意味理解と必要な言葉や式等を用いて記述する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小学校　算数

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ５７　

 
学習指導 

要領の 

領域等

数と計算 ６２．４

 図形 ５２．４

 変化と関係 ５７．１

 データの活用 ６２．１

異分母の分数の計算（たし

算）と棒グラフから項目間の

関係を読み取ることができ

る問題については正答率が

高いが、記述問題については

引き続き課題が見られる。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均正答率が最も低かった問題】 

・アルミニウム、鉄、銅について、電気を通すか、 

磁石に引き付けられるか、それぞれの性質に当てはまるものを選ぶ問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小学校　理科

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ５６　

 
学習指導 

要領の 

領域等

「エネルギー」を柱とする領域 ４３．５

 「粒子」を柱とする領域 ５０．９

 「生命」を柱とする領域 ４９．７

 「地球」を柱とする領域 ６６．６

【記述式問題について】 

昨年に続いて、算数における記述式の問題の正答率が低く、特に分数に課題があるこ

とが分かった。分数の計算はできているので、「どうしてこのような計算になるのか」

児童同士やみんなの前で説明をさせる活動などに取り組み、対策をする必要がある。ま

た分数の概念について、どういった状態が１／３なのか、数直線やイラストなど様々な

角度から考えさせ児童に理解を促していきたい。

実験をするにあたり、変える

条件や変えない条件を答える問

題や電磁石の強さを強くするた

めにコイルの巻数を変える問題

の正答率は高い。身の回りの金

属について、電気を通す物、磁

石に引きつけられる物について

は課題が見られた。



■教科に関する調査結果（中学校） 

【平均正答率が低かった問題】 

・自分の考えとそのように考えた理由について記述する問題。（以下、問題の一部です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中学校　国語

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ５４　　

 

学習指導 

要領の 

領域等

言葉の特徴や使い方に関する事項 ４７．５

 情報の扱い方に関する事項

 我が国の言語文化に関する事項

 話すこと・聞くこと ５３．９

 書くこと ５２．７

 読むこと ６２．２

物語文の問題「読むこと」に

おいては全体的に正答率が高

く、特に登場人物の性格やどの

ような人物として描かれている

か捉えることができている。一

方、自分の考えを書くなどの記

述式の問題に対しては正答率が

低くなっている。



 

 

 

 

 

 

 

 

【平均正答率が低かった問題】 

①一次関数の x の増加量に対する y の増加量を求める問題 

 

 

 

 

※yの値を出してしまう誤答が多い。 

 

②３の倍数の和について予想したことが成り立つか記述する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中学校　数学

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ４８　　

 
学習指導 

要領の 

領域等

数と式 ４３．２

 図形 ４６．７

 関数 ４６．２

 データの活用 ６２　　

　データの活用（確率を用い

て不確定な事象を捉えること）

については高い正答率だった。 

一方、一次関数の x の増加量に

対する y の増加量を求める問題

と連続する３の倍数の和につい

て予想したことが成り立つか記

述する問題の正答率が低くなっ

ている。



 

 

【平均正答率が低かった問題】 

・考察をより確かなものにするために必要な実験を選択し、予想される実験の結果を記述する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中学校　理科

ＩＲＴスコア

 春日部市 

４９６　  ＩＲＴバンド

 ５ ４．８

 ４ １８．３

 ３ ４４．１

 ２ ２９　　

 １ ３．９

９０％を超えるの正答率の問

題もある（「火傷したときの処

置」「一酸化炭素は空気より軽

い、という性質を基に適切な避

難行動を選択する」）が、考察を

より確かなものにするために必

要な実験を選択し、予想される

実験の結果を記述する問題に課

題が見られた。


